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 要  旨 
近年、画像処理の分野において画像からオブジェクトを、人手に頼らず抽出するニーズが高まって
いる。それらの１つの実現手法として、同一オブジェクトを撮影した複数の画像間差分を用いる方法
がある。この手法は、主に動画からオブジェクトを抽出するときに用いられる手法である。 
動画を用いず、静止画のみからオブジェクトを抽出する研究として、テンプレートマッチングを用
いる手法がある。これは、あらかじめ抽出したい画像パターン（テンプレート）を用意しておき、抽
出対象となる画像にテンプレートを重ね合わせ、最もよくパターンが一致する位置を求めるものであ
り、幅広く研究されている。この方法は、処理が比較的単純なために広く用いられているが、計算に
時間がかかる傾向がある。 
本研究の目的は、動画による画像間差分を用いず静止画のみを入力するのみで、オブジェクトを自
動抽出し、かつあらかじめ抽出したいオブジェクトのテンプレートを作成しておく処理も省略可能な
アルゴリズムを提案することである。それにより、前提知識の必要ない静止画のみを入力としたオブ
ジェクト抽出を可能にする。 
この目的の実現のために、本研究では画像を最小包囲直方体（ＭＢＲ）に領域分割し、２つ以上の 
ＭＢＲの組合せの出現頻度に着目したアルゴリズムを考える。そのＭＢＲの組合せの中で、ＭＢＲ間
の距離が近く、同時にＭＢＲ間の位置関係が他の組合せと類似しているものを併合していく。このと
き前述のような組み合わせが多頻度で現れている場合には、併合を優先する。そして逐次併合されて
できたＭＢＲの組み合わせは画像内のオブジェクトを構成する可能性が高いと考える。これは、画像
内の類似したオブジェクトを共起性に着目し抽出するという考え方である。 
 本研究は、上記のような階層的クラスタリングの考え方を用いた画像オブジェクト抽出アルゴリズ
ムを実現し、そしてクラスタリングの結果出現するオブジェクトを表すクラスタをオブジェクトの種
類ごとに自動分類することに試みている。人工画像を例にしてその有効性を示す。 
  
 
